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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路とを有
することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を増幅する増幅回路とを有することを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項３】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
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　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰する減衰回路とを有することを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項４】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路によって変換されたアナログ音声信号を含む、複数の異なるアナロ
グ音声信号から信号を選択するスイッチとを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路によって変換されたアナログ音声信号と外部から入力されたアナロ
グ音声信号よりなる、複数の異なるアナログ音声信号から一つを選択するスイッチと、
　前記スイッチの出力信号を増幅する増幅回路とを有することを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項６】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰させる減衰回路と、
　外部から入力されたアナログ信号または前記減衰回路からの出力信号のいずれか一方を
選択するするスイッチとを有することを特徴とした液晶表示装置。
【請求項７】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　外部から入力されるアナログ信号を増幅する増幅回路と、
　前記増幅回路の出力信号または前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号のいずれか一方を選択す
るスイッチとを有することを特徴とした液晶表示装置。
【請求項８】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰させる減衰回路と、
　外部から入力されるアナログ信号を増幅する増幅回路と、
　前記減衰回路の出力信号または前記増幅回路の出力信号のいずれか一方を選択するスイ
ッチとを有することを特徴とした液晶表示装置。
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【請求項９】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰させる減衰回路と、
　外部から入力されるアナログ信号または前記減衰回路の出力信号のいずれか一方を選択
するスイッチと、
　前記スイッチの出力信号を増幅する増幅回路とを有することを特徴とした液晶表示装置
。
【請求項１０】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　外部から入力されるアナログ信号を増幅する第１の増幅回路と、
　前記第１の増幅回路の出力信号または前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号のいずれか一方を
選択するスイッチと、
　前記スイッチの出力信号を増幅する第２の増幅回路とを有することを特徴とした液晶表
示装置。
【請求項１１】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰させる減衰回路と、
　外部から入力されるアナログ信号を増幅する第１の増幅回路と、
　前記第１の増幅回路の出力信号または前記減衰回路の出力信号のいずれか一方を選択す
るスイッチと、
　前記スイッチの出力信号を増幅する第２の増幅回路とを有することを特徴とした液晶表
示装置。
【請求項１２】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　外部から入力されたアナログ信号または前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号のいずれか一方
を選択するスイッチと、
　前記スイッチの出力信号を増幅する増幅回路とを有し、
　前記増幅回路は前記スイッチの状態に合わせて利得が変化することを特徴とした液晶表
示装置。
【請求項１３】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
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　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰させる減衰回路と、
　外部から入力されたアナログ信号または前記減衰回路の出力信号のいずれか一方を選択
するスイッチと、
　前記スイッチの出力信号を増幅する増幅回路とを有し、
　前記増幅回路は前記スイッチの状態に合わせて利得が変化することを特徴とした液晶表
示装置。
【請求項１４】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　外部から入力されるアナログ信号を増幅する第１の増幅回路と、
　前記第１の増幅回路の出力信号または前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号のいずれか一方を
選択するスイッチと、
　前記スイッチの出力信号を増幅する第２の増幅回路とを有し、
　前記第２の増幅回路は前記スイッチの状態に合わせて利得が変化することを特徴とした
液晶表示装置。
【請求項１５】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路と、
　外部から入力されるアナログ信号を増幅する第１の増幅回路と、
　前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰させる減衰回路と、
　前記第１の増幅回路の出力信号または前記減衰回路の出力信号のいずれか一方を選択す
るスイッチと、
　前記スイッチの出力信号を増幅する第２の増幅回路とを有し、
　前記第２の増幅回路は前記スイッチの選択状態に合わせて利得が変化することを特徴と
した液晶表示装置。
【請求項１６】
　少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート
信号線とを有する液晶表示装置において、
　外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、
　前記ゲート信号線または前記ソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電源電圧を供給する電源回路とを有
し、
　前記Ｄ／Ａ変換回路から出力されたアナログ音声信号を含む少なくとも二つのアナログ
音声信号の中から、一つを選択して出力する切り換える切り換え回路と、
　前記少なくとも二つのアナログ音声信号のレベルをそろえるための補正回路とを有する
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１７】
　請求項１２または請求項１３において、
　前記増幅回路はオペアンプであり、帰還抵抗の抵抗値を変化させることによって前記利
得を変化させることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項１８】
　請求項１４または請求項１５において、
　前記第２の増幅回路はオペアンプであり、帰還抵抗の抵抗値を変化させることによって
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前記利得を変化させることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項１９】
　請求項１乃至請求項１８のいずれか一項において、
　前記信号線駆動回路および前記Ｄ／Ａ変換回路は絶縁基板上に一体形成されていること
を特徴とした液晶表示装置。
【請求項２０】
　請求項１乃至請求項１９のいずれか一項において、
前記信号線駆動回路および前記Ｄ／Ａ変換回路は薄膜トランジスタを用いて形成されてい
ることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項２１】
　請求項１乃至請求項２０のいずれか一項において、
　前記Ｄ／Ａ変換回路は抵抗ストリング式のＤ／Ａ変換回路であり、
　前記抵抗ストリング式のＤ／Ａ変換回路を構成する抵抗は薄膜半導体を用いたものであ
ることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項２２】
　請求項２１において、
　前記薄膜半導体と、前記薄膜半導体の上方または下方に形成される導電体膜との間で容
量を形成していることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項２３】
　請求項１乃至請求項２０のいずれか一項において、
　前記Ｄ／Ａ変換回路は抵抗ストリング式のＤ／Ａ変換回路であり、
　前記抵抗ストリング式のＤ／Ａ変換回路を構成する抵抗は金属薄膜を用いたものである
ことを特徴とした液晶表示装置。
【請求項２４】
　請求項２３において、
　前記金属薄膜と、前記金属薄膜の上方または下方に形成される導電体膜との間で容量を
形成していることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項２５】
　請求項１乃至請求項２４のいずれか一項に記載の液晶表示装置を備える電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に薄膜半導体素子で構成された音声信号処理回路を
有する液晶表示装置に関する。また、音声信号処理回路を有する液晶表示装置を装填した
電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、通信技術の進歩に伴って、携帯電話が普及している。今後は更に動画の伝送やよ
り多くの情報伝達が予想される。一方、パーソナルコンピュータもその軽量化によって、
モバイル対応の製品が生産されている。電子手帳に始まったＰＤＡと呼ばれる情報端末も
多数生産され普及しつつある。また、表示装置の発展により、それらの携帯情報機器のほ
とんどにはフラットパネルディスプレイが装備されている。
【０００３】
　また、アクティブマトリクス型の表示装置の中でも、近年、低温ポリシリコン薄膜トラ
ンジスタ（以下薄膜トランジスタをＴＦＴと表記する）を用いた表示装置の製品化が進め
られている。低温ポリシリコンＴＦＴでは画素だけでなく、画素部の周囲に信号線駆動回
路を一体形成することが可能であるため、表示装置の小型化や、高精細化が可能であり、
今後はさらに普及が見込まれる。
【０００４】
　一方、情報携帯機器には視覚的表示機能だけでなく、その他の出力機能も求められ、特
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に音声出力機能も求められている。映像表示をおこなうときに、音声が得られているとよ
り効果的に、その映像を見ることができ、より映像を楽しむことなどが可能になる。よっ
て、表示装置に音声出力機能を有することが望まれる。
【０００５】
　音声出力用の音声信号には、アナログ音声信号と、デジタル音声信号がある。アナログ
音声信号はマイクロホンなどで直接音声を得るもの、アナログ出力の音声機器から得るも
のなどがある。一方デジタル音声信号は、ＣＤ、ＭＤ、ＤＶＤなどのデジタル音声機器よ
り信号を得るものである。
【０００６】
　図２にデジタル音声信号をアナログに変換するまでのブロック図を示す。ＣＤプレイヤ
ーなどは光出力を備えているものが多く、このようなものから光ファイバーを通して、光
センサー２０１に光信号を入力する。光センサー２０１は光信号を電気信号に変換する。
この電気信号はＥＩＡＪのＣＰ－１２０１規格などで規定されている。さらにこの信号は
デコーダー２０２によって、図３に示すようなシリアルデジタル音声データにデコードさ
れる。デコードされた電気信号はＣＤの場合１．４１１ＭＨｚのベースクロックと、４４
．１ＫＨｚのＬＲクロックとデジタル音声信号データの３種類がある。デジタル音声信号
データはＭＳＢ（最上位ビット）より順にシリアルに転送される。さらに、シリアルデジ
タル音声データはシリアルパラレル変換回路２０３によって、パラレルデジタル音声デー
タとなりＤ／Ａ変換回路２０４に入力され、アナログに変換される。
【０００７】
　図５に音声信号処理回路の従来例を示す。図５にはＤ／Ａ変換回路からスピーカー接続
部までを記述している。音声信号処理回路はＤ／Ａ変換回路５０１、増幅回路５０６、ス
ピーカー接続部５０８、Ｄ／Ａ変換回路電源５０２、スイッチ５０５、アナログ信号入力
端子５０７より構成される。
【０００８】
　以下、その動作を説明する。パラレルデジタル音声信号はＤ／Ａ変換回路５０１によっ
てアナログに変換され、スイッチ５０５に入力される。一方アナログ音声信号は入力端子
５０７よりスイッチ５０５に入力される。スイッチ５０５はＤ／Ａ変換バッファ回路５０
１の出力もしくはアナログ入力信号を選択し、選択した信号を増幅回路５０６に入力する
。増幅回路５０６は増幅をおこない、スピーカー接続部５０８に出力する。
【０００９】
　ここで利得は例えば以下のようなものとする。アナログ信号入力端子５０７とＤ／Ａ変
換回路５０１の出力の信号レベルはいずれも２８３ｍＶｐｐ、１００ｍＶｒｍｓとする。
これを増幅回路５０３で３５．３倍に増幅する。すなわちスピーカー接続部には１０Ｖｐ
ｐ、３．５４Ｖｒｍｓの信号が得られる。
【００１０】
　従来 の音声信号処理回路ではＤ／Ａ変換回路は３Ｖまたは５Ｖ系を用いて、図４に示
すような、抵抗ストリングを用いたものがあった。
　すなわち、複数の抵抗を直列に接続し、抵抗ストリングを形成し、その接続点にスイッ
チを配置し、そのスイッチを切り換えることにより、求める電圧を得るものである。（例
えば特許文献１参照）
【００１１】
【特許文献１】特開２０００－１３８５８６
【００１２】
　以下、図４を用いてその動作を説明する。説明は簡略化のため３ビットを用いて行うが
実際の音声信号用のＤ／Ａ変換回路は１０ビット以上が一般的である。まず、端子ＶＨに
高電位電源を接続する。また、ＶＬに低電位電源を接続する。端子ＶＨと端子ＶＬの間に
７本の抵抗４０１～４０７を直列に接続する。ここで、抵抗４０１～４０７は全て同じ値
の抵抗とする。ＶＬを２．３Ｖ、ＶＨを３．９Ｖとすれば各抵抗の両端には０．２Ｖの電
位が発生する。次に各抵抗の接続点にスイッチ４０８～４１５を接続する。さらにスイッ
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チの抵抗と反対側の端子を２つまとめてスイッチ４１６～４１９を接続する。これを繰り
返しスイッチ４１６～４１９およびスイッチ４２０、４２１を接続する。
【００１３】
　ここでスイッチの選択をデジタル信号で制御する。すなわち、最下位ビットでスイッチ
４０８～４１５を制御し、前述した２組のうちのいずれかを選択する。また、２ビット目
のデータでスイッチ４１６～４１９を制御し、２組のうちのいずれかを選択する。また、
最上位ビットでスイッチ４２０、４２１のいずれかを選択する。このようにして出力端子
４２２には抵抗４０１～４０７の接続点のいずれかが接続される。たとえば、最下位ビッ
トのデータが０であればスイッチ４０９、４１１、４１３、４１５がオンし、データが１
であればスイッチ４０８、４１０、４１２、４１４がオンするものとする。同様に２ビッ
ト目のデータが０であればスイッチ４１７、４１９がオンし、データが１であれば４１６
、４１８がオンするものとする。最上位ビットのデータが０であれば４２１がオンし、１
であれば４２０がオンするものとする。
【００１４】
　このような場合でデジタル音声データが１１１であればスイッチ４０８、４１６、４２
０がオンし、ＶＨの電圧３．９Ｖが出力端子に現れる。また、データが１０１であればス
イッチ４１０、４１７、４２０がオンし、３．５Ｖの電圧がバッファ回路４２３を介して
出力端子４２２に現れる。このようにして、デジタル信号をアナログ電圧に変換が可能と
なる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　前述したような、抵抗ストリング型Ｄ／Ａ変換回路はスイッチで電圧を切り換えるため
、スイッチ用トランジスタの容量、一般的にはゲート容量によって、スイッチオフに際し
て、高電位側または低電位側に引っ張られ、図６に示すようなグリッジが発生する。この
ようなグリッジはノイズとして感じられるため、音声信号の質を低下させることになる。
　例えば、前述したようにアナログ音声信号が１００ｍＶｒｍｓであり、Ｄ／Ａ変換後の
デジタル音声信号も１００ｍＶｒｍｓとするとき、グリッジが１０ｍＶ発生すると、２８
３ｍＶｐｐに対して、２８分の１のノイズが発生することになり、Ｓ／Ｎを悪化させるこ
とになる。
【００１６】
このようなＳ／Ｎの悪化はスピーカーから出力される音声を聞いているユーザーにとって
非常に耳障りのものであり、ユーザーに不快感を与えるものであった。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　以上のような問題を解決するため、本発明はＤ／Ａ変換回路の電源電圧を表示装置の電
源電圧と合わせることにより、Ｄ／Ａ変換回路の出力電圧を大きくし、相対的にグリッジ
の影響を低減するものである。また、音声信号処理回路の利得をアナログ信号入力とデジ
タル信号入力とで変更するものである。
【００１８】
以下に本発明の構成を示す。本発明は絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも
１つのソース信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において
、前記液晶表示装置が、デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前記ゲー
ト信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と前記Ｄ
／Ａ変換回路とに同じ電圧を供給する電源回路とを有することを特徴とする。
【００１９】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置が、デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前記ゲート信号線また
はソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路



(8) JP 4130388 B2 2008.8.6

10

20

30

40

50

とに同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を増幅する増幅回路
とを有することを特徴とする。
【００２０】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置が、デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前記ゲート信号線また
はソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路
とに同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰する減衰回路
とを有することを特徴とする。
【００２１】
　絶本発明の他の構成は、縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置が、デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前記ゲート信号線また
はソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路
とに同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路によって変換されたアナログ音
声信号を含む、複数の異なるアナログ音声信号から信号を選択するスイッチを有している
ことを特徴とする。
【００２２】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置が、デジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前記ゲート信号線また
はソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と前記Ｄ／Ａ変換回路
とに同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路によって変換されたアナログ音
声信号と外部から入力されたアナログ音声信号よりなる、複数の異なるアナログ音声信号
から一つを選択するスイッチと、前記スイッチの出力信号を増幅する増幅回路とを有して
いることを特徴とする。
【００２３】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置が、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号
を減衰させる減衰回路と、外部から入力されたアナログ信号または前記減衰回路からの出
力信号中から一つを選択するするスイッチとを有していることを特徴とする。
【００２４】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置は、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、外部から入力されるアナログ
信号を増幅する増幅回路と、
前記増幅回路の出力信号または前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号のいずれか一方を選択する
スイッチとを有していることを特徴ている。
【００２５】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置は、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信
号を減衰させる減衰回路と、外部から入力されるアナログ信号を増幅する増幅回路と、前
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記減衰回路の出力信号または前記増幅回路の出力信号のいずれか一方を選択するスイッチ
とを有していることを特徴としている。
【００２６】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置が、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信
号を減衰させる減衰回路と、外部から入力されるアナログ信号または前記減衰回路の出力
信号のいずれか一方を選択するスイッチと、前記スイッチの出力信号を増幅する増幅回路
とを有していることを特徴とした液晶表示装置。
【００２７】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置は、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、外部から入力されるアナログ
信号を増幅する第１の増幅回路と、前記第１の増幅回路の出力信号または前記Ｄ／Ａ変換
回路の出力信号のいずれか一方を選択するスイッチと、前記スイッチの出力信号を増幅す
る第２の増幅回路を有していることを特徴とした液晶表示装置。
【００２８】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置は、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信
号を減衰させる減衰回路と、外部から入力されるアナログ信号を増幅する第１の増幅回路
と、前記第１の増幅回路の出力信号または前記減衰回路の出力信号のいずれか一方を選択
するスイッチと、前記スイッチの出力信号を増幅する第２の増幅回路を有していることを
特徴としている。
【００２９】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置が、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、外部から入力されたアナログ
信号または前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号のいずれか一方を選択するスイッチと、前記ス
イッチの出力信号を増幅する増幅回路とを有し、前記増幅回路は前記スイッチの状態に合
わせて、利得が変化することを特徴としている。
【００３０】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置が、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信
号を減衰させる減衰回路と、外部から入力されたアナログ信号または前記減衰回路の出力
信号のいずれか一方を選択するスイッチと、前記スイッチの出力信号を増幅する増幅回路
とを有し、前記増幅回路は前記スイッチの状態に合わせて、利得が変化することを特徴と
したている。
【００３１】
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　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置は、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、外部から入力されるアナログ
信号を増幅する第１の増幅回路と、前記第１の増幅回路の出力信号または前記Ｄ／Ａ変換
回路の出力信号のいずれか一方を選択するスイッチと、前記スイッチの出力信号を増幅す
る第２の増幅回路とを有し、前記第２の増幅回路は前記スイッチの状態に合わせて利得が
変化することを特徴としている。
【００３２】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置は、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路と、外部から入力されるアナログ
信号を増幅する第１の増幅回路と、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力信号を減衰させる減衰回路
と、前記第１の増幅回路の出力信号または前記減衰回路の出力信号のいずれか一方を選択
するスイッチと、前記スイッチの出力信号を増幅する第２の増幅回路とを有し、前記第２
の増幅回路は前記スイッチの選択状態に合わせて利得が変化することを特徴としている。
【００３３】
　本発明の他の構成は、絶縁表面上に少なくとも１つの画素と、少なくとも１つのソース
信号線と、少なくとも１つのゲート信号線とを有する液晶表示装置において、前記液晶表
示装置は、外部から入力されるデジタル音声信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、前
記ゲート信号線またはソース信号線を駆動する信号線駆動回路と、前記信号線駆動回路と
前記Ｄ／Ａ変換回路とに、同じ電圧を供給する電源回路とを有し、前記Ｄ／Ａ変換回路か
ら出力されたアナログ音声信号を含む少なくとも二つのアナログ音声信号の中から、一つ
を選択して接続を切り換える切り換え回路と、前記少なくとも二つのアナログ音声信号の
レベルをそろえるための補正回路を少なくとも一つ備えていることを特徴としている。
【００３４】
　本発明の他の構成は、上記構成において、前記増幅回路はオペアンプであり、前記利得
を変化させる手段は帰還抵抗を切り換えるものであることを特徴としている。
【００３５】
　本発明の他の構成は、上記構成において前記第２の増幅回路はオペアンプであり、前記
利得を変化させる手段は帰還抵抗を切り換えるものであることを特徴としている。
【００３６】
　本発明の他の構成は、上記構成において前記信号線駆動回路およびＤ／Ａ変換回路は前
記絶縁基板上に一体形成されていることを特徴としている。
【００３７】
　本発明の他の構成は、上記構成において前記信号線駆動回路およびＤ／Ａ変換回路は薄
膜トランジスタで形成されていることを特徴としている。
【００３８】
　本発明の他の構成は、上記構成において前記Ｄ／Ａ変換回路は抵抗ストリング式のＤ／
Ａ変換回路であり、前記抵抗ストリングを構成する抵抗は薄膜半導体を用いたものである
ことを特徴としている。
【００３９】
　本発明の他の構成は、上記構成において前記薄膜半導体はその上方または下方に形成さ
れる導電体膜との間で容量を形成していることを特徴としている。
【００４０】
　本発明の他の構成は、上記構成において前記Ｄ／Ａ変換回路は抵抗ストリング式のＤ／
Ａ変換回路であり、前記抵抗ストリングを構成する抵抗は金属薄膜を用いたものであるこ
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とを特徴としている。
【００４１】
　本発明の他の構成は、上記構成において前記金属薄膜はその上方または下方に形成され
る導電体膜との間で容量を形成していることを特徴としている。
【００４２】
　本発明は、上記構成を備える電子機器である。
【００４３】
　以上によって、デジタル信号をＤ／Ａ変換回路で変換しても、グリッジの小さい、Ｓ／
Ｎの大きな信号を得ることができる。これにより音質を向上させることが可能となり、よ
り高品質な音声情報を提供できるようになる。
【発明の効果】
【００４４】
　従来のストリング型Ｄ／Ａ変換回路を用いた音声信号処理回路では、トランジスタのオ
ンオフによるグリッジによってＳ／Ｎが悪化していた。
【００４５】
　本発明は、ストリング型Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を表示装置の信号線駆動回路の電源
電圧と合わせることによって、出力の振幅を大きくすることができＳ／Ｎを改善すること
が可能となる。また、Ｄ／Ａ変換回路の後にある増幅回路利得をアナログ入力とデジタル
入力とで切り換えることにより、利得の調整をおこなう。このようにして、それぞれの場
合においても良好な振幅を得ることができる。本発明によって、音声出力機能を有する表
示装置の音質改良が可能となった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
　以下、本発明の実施形態を、図面を用いて説明する。
【００４７】
（実施形態１）
　図１は本発明の第１の実施形態を示す図である。第1の実施形態は図１に示すように、
Ｄ／Ａ変換回路１０１、Ｄ／Ａ変換回路電源１０２、スピーカー接続部１０８、信号線駆
動回路１０９により構成される。Ｄ／Ａ変換回路１０１に入力されたデジタル音声信号は
アナログ音声信号に変換され、スピーカー接続部１０８に電気的に接続される。図１にお
いてはスピーカー駆動を前提に表記をおこなっているが、スピーカー接続部は必ずしも必
要ではなく、スピーカー接続部は他のものでも良い。
【００４８】
　第1の実施形態に用いるＤ／Ａ変換回路は従来例と同じく図４に示すような構成をして
いるが、Ｄ／Ａ変換回路の出力電圧を高くとれるように、Ｄ／Ａ変換回路１０１の電源電
圧を表示装置の駆動回路１０９の電源電圧と同じにしている。
　液晶表示装置では少なくとも１つのソース信号線、少なくとも1つのゲート信号線が存
在し、それらの交点部分に画素が配置され、ポリシリコンＴＦＴを用いた液晶表示装置な
どでは、ソース信号線駆動回路、ゲート信号線駆動回路が内蔵されている。一般に、液晶
表示装置の信号線駆動回路、特にゲート信号線駆動回路は高い電源電圧、たとえば１６Ｖ
～２０Ｖが必要である。従って、このような信号線駆動回路と一体化したような音声信号
処理装置では、わざわざ高電圧の電源を追加しなくとも、１６Ｖ～２０Ｖの電源電圧が使
用可能となる。
【００４９】
　そこで、本発明ではＤ／Ａ変換回路１０１の電源電圧を表示装置の信号線駆動回路１０
９の電源電圧と同じとすることとした。例えば、Ｄ／Ａ電源１０２の電源電圧を１６Ｖと
することによって、Ｄ／Ａ変換回路１０１は５Ｖ以上の振幅の出力電圧を得ることが可能
となる。すなわち、ＶＨを１２Ｖ、ＶＬを４Ｖとすれば、Ｄ／Ａ変換回路の最大振幅は８
Ｖｐｐとすることができ、従来例と同様に１０ｍＶ程度のグリッジが発生しても、比率と
しては１／８００に抑えることが可能となる。
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【００５０】
（実施形態２）
　図２０は本発明の第２の実施形態を示す図である。第２の実施形態は図２０に示すよう
に、Ｄ／Ａ変換回路２００１、Ｄ／Ａ変換回路電源２００２、スピーカー接続部２００８
、信号線駆動回路２００９、増幅回路２００６により構成される。Ｄ／Ａ変換回路２００
１に入力されたデジタル音声信号はアナログ音声信号に変換される。増幅回路２００６は
Ｄ／Ａ変換回路２００１でＤ／Ａ変換されたアナログ音声信号を増幅する。増幅回路２０
０６はスピーカー接続部２００８に電気的に接続される。出力のレベルによっては増幅回
路２００６を減衰回路とし、アナログ音声信号を減衰して出力してもよい。図２０におい
てはスピーカー駆動を前提に表記をおこなっているが、スピーカー接続部は必ずしも必要
ではなく、スピーカー接続部は他のものでも良い。
【００５１】
　前述した第１の実施形態と同様にＤ／Ａ変換回路２００１の電源を信号線駆動回路２０
０９の電源２００２と同じとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路２００１の出力信号の振
幅を大きく取ることができ、グリッジの影響を抑えることが可能となる。
【００５２】
（実施形態３）
　図１７は本発明の第３の実施形態を示す図である。第３の実施形態は図１７に示すよう
に、Ｄ／Ａ変換回路１７０１、Ｄ／Ａ変換回路電源１７０２、スピーカー接続部１７０８
、信号線駆動回路１７０９、切り換え回路１７０５、アナログ音声入力部１７０７により
構成される。Ｄ／Ａ変換回路１７０１に入力されたデジタル音声信号はアナログ音声信号
に変換される。一方、アナログ音声入力部より別のアナログ音声が入力される。切り換え
回路１７０５はＤ／Ａ変換回路１７０１でＤ／Ａ変換されたアナログ音声信号、またはア
ナログ音声入力端子１７０７より入力されたアナログ音声信号のいずれかを選択する。こ
の切り換え回路はスイッチを用いても良い。また、切り換え回路１７０５はスピーカー接
続部１７０８に電気的に接続される。図１７では２つの信号より選択をおこなっているが
、選択は２つに限定されず、３つ以上あっても良い。図１７においてはスピーカー駆動を
前提に表記をおこなっているが、スピーカー接続部は必ずしも必要ではなく、スピーカー
接続部は他のものでも良い。
【００５３】
　前述した第１の実施形態と同様にＤ／Ａ変換回路１７０１の電源を信号線駆動回路１７
０９の電源１７０２と同じとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路１７０１の出力信号の振
幅を大きく取ることができ、グリッジの影響を抑えることが可能となる。
【００５４】
（実施形態４）
　図２１は本発明の第４の実施形態を示す図である。第４の実施形態は図２１に示すよう
に、Ｄ／Ａ変換回路２１０１、Ｄ／Ａ変換回路電源２１０２、スピーカー接続部２１０８
、信号線駆動回路２１０９、切り換え回路２１０５、アナログ音声入力部２１０７、増幅
回路２１０６により構成される。Ｄ／Ａ変換回路２１０１に入力されたデジタル音声信号
はアナログ音声信号に変換される。一方、アナログ音声入力部より別のアナログ音声が入
力される。切り換え回路２１０５はＤ／Ａ変換回路２１０１でＤ／Ａ変換されたアナログ
音声信号、またはアナログ音声入力端子２１０７より入力されたアナログ音声信号のいず
れかを選択する。切り換え回路はスイッチを用いても良い。切り換え回路２１０５は増幅
回路２１０６に接続され、増幅回路２１０６はアナログ信号を増幅し、また、スピーカー
接続部２１０８に電気的に接続される。図２１では２つの信号より選択をおこなっている
が、選択は２つに限定されず、３つ以上あっても良い。図２１おいてはスピーカー駆動を
前提に表記をおこなっているが、スピーカー接続部は必ずしも必要ではなく、スピーカー
接続部は他のものでも良い。
【００５５】
　前述した第１の実施形態と同様にＤ／Ａ変換回路２１０１の電源を信号線駆動回路２１
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０９の電源２１０２と同じとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路２１０１の出力信号の振
幅を大きく取ることができ、グリッジの影響を抑えることが可能となる。
【００５６】
（実施形態５）
　図１８は本発明の第５の実施形態を示す図である。第５の実施形態は図１８に示すよう
に、Ｄ／Ａ変換回路１８０１、Ｄ／Ａ変換回路電源１８０２、スピーカー接続部１８０８
、信号線駆動回路１８０９、切り換え回路１８０５、アナログ音声入力部１８０７、補正
回路１８０４により構成される。Ｄ／Ａ変換回路１８０１に入力されたデジタル音声信号
はアナログ音声信号に変換される。一方、アナログ音声入力部１８０７より別のアナログ
音声が入力される。補正回路１８０４はＤ／Ａ変換回路１８０１の出力信号とアナログ信
号入力部１８０７の信号のレベルあわせをおこなう機能を有している。切り換え回路１８
０５は補正回路１８０４でレベル補正されたアナログ音声信号、またはアナログ音声入力
端子１８０７より入力されたアナログ音声信号のいずれかを選択する。切り換え回路はス
イッチを用いても良い。切り換え回路１８０５はスピーカー接続部１８０８に電気的に接
続される。図１８では２つの信号より選択をおこなっているが、選択は２つに限定されず
、３つ以上あっても良い。図１８おいてはスピーカー駆動を前提に表記をおこなっている
が、スピーカー接続部は必ずしも必要ではなく、スピーカー接続部は他のものでも良い。
【００５７】
　前述した第１の実施形態と同様にＤ／Ａ変換回路１８０１の電源を信号線駆動回路１８
０９の電源１８０２と同じとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路１８０１の出力信号の振
幅を大きく取ることができ、グリッジの影響を抑えることが可能となる。
【００５８】
　図１８では補正回路１８０４をＤ／Ａ変換回路１８０１と切り換え回路１８０５の間に
配置しているが、これには限定されず、アナログ信号入力部１８０７と切り換え回路１８
０５の間に配置しても良い。また、補正回路をＤ／Ａ変換回路１８０１と切り換え回路１
８０５の間と、アナログ信号入力部１８０７と切り換え回路１８０５の間の両方に配置し
ても良い。
【００５９】
（実施形態６）
　図１９は本発明の第６の実施形態を示す図である。第６の実施形態は図１９に示すよう
に、Ｄ／Ａ変換回路１９０１、Ｄ／Ａ変換回路電源１９０２、スピーカー接続部１９０８
、信号線駆動回路１９０９、切り換え回路１９０５、アナログ音声入力部１９０７、補正
回路１９０４、増幅回路１９０６により構成される。Ｄ／Ａ変換回路１９０１に入力され
たデジタル音声信号はアナログ音声信号に変換される。一方、アナログ音声入力部１９０
７より別のアナログ音声が入力される。補正回路１９０４はＤ／Ａ変換回路１９０１の出
力信号とアナログ信号入力部１９０７の信号のレベルあわせをおこなう機能を有している
。切り換え回路１９０５は補正回路１９０４でレベル補正されたアナログ音声信号、また
はアナログ音声入力端子１９０７より入力されたアナログ音声信号のいずれかを選択する
。切り換え回路はスイッチを用いても良い。増幅回路１９０６は切り換え回路１９０５の
出力信号を増幅する機能を有する。また増幅回路１９０６はスピーカー接続部１９０８に
電気的に接続される。図１９では、切り換え回路１９０５は２つの信号より選択をおこな
っているが、選択信号は２つに限定されず、３つ以上あっても良い。図１９おいてはスピ
ーカー駆動を前提に表記をおこなっているが、スピーカー接続部は必ずしも必要ではなく
、スピーカー接続部は他のものでも良い。
【００６０】
　前述した第１の実施形態と同様にＤ／Ａ変換回路１９０１の電源を信号線駆動回路１９
０９の電源１９０２と同じとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路１９０１の出力信号の振
幅を大きく取ることができ、グリッジの影響を抑えることが可能となる。
【００６１】
　図１９では補正回路１９０４をＤ／Ａ変換回路１９０１と切り換え回路１９０５の間に
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配置しているが、これには限定されず、アナログ信号入力部１９０７と切り換え回路１９
０５の間に配置しても良い。また、補正回路をＤ／Ａ変換回路１９０１と切り換え回路１
９０５の間と、アナログ信号入力部１９０７と切り換え回路１９０５の間の両方に配置し
ても良い。
【００６２】
このようにして、上記の実施形態では、Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を信号線駆動回路の電
源電圧と同じにすることによっての音声信号に対するグリッジのレベルを相対的に下げる
ことができ、Ｄ／Ａ変換回路の出力のＳ／Ｎを向上させることができ、また、Ｄ／Ａ変換
回路の出力を減衰することによって、アナログ音声信号のレベル合わせをすることが可能
となる。
【００６３】
　これにより、高品質な音声情報をユーザーに供給することが可能となる。
【実施例】
【００６４】
　（実施例１）
　図２２に本発明の第１の実施例を示す。本実施例は図２２に示すように、Ｄ／Ａ変換回
路２２０１、Ｄ／Ａ変換回路電源２２０２、減衰回路２２０４、増幅回路２２０６、アナ
ログ音声信号入力端子７０７、デジタルアナログ切り換えスイッチ２２０５、スピーカー
接続部２２０８より構成される。
　以下、従来例と同様にアナログ信号入力端子２２０７での信号レベル２８３ｍＶｐｐ、
スピーカー接続部２２０８での信号レベル１０Ｖｐｐを前提に説明をおこなう。
【００６５】
　本実施例では、実施形態と同じようにＤ／Ａ変換回路２２０１の電源電圧を表示装置の
信号線駆動回路２２０９の電源電圧とあわせることにより、高く設定することとした。例
えば、Ｄ／Ａ変換回路電源２２０２の電源電圧を１６Ｖとすることによって、Ｄ／Ａ変換
回路７０１は５Ｖ以上の振幅の出力電圧を得ることが可能となる。すなわち、ＶＨを１２
Ｖ、ＶＬを４Ｖとすれば、Ｄ／Ａ変換回路の最大振幅は８Ｖｐｐとすることができ、従来
例と同様に１０ｍＶ程度のグリッジが発生しても、比率としては１／８００に抑えること
が可能となる。
【００６６】
　一方、アナログ音声信号入力端子２２０７に入力されるアナログ信号は従来例と同じく
、２８３ｍＶｐｐなので、アナログ信号入力時とデジタル信号入力時においてレベルを合
わせるために、本実施例において、Ｄ／Ａ変換回路の出力信号は減衰回路２２０４を通過
させている。なお、減衰回路２２０４は音声信号のレベルを合わせるための補正回路の一
種である。具体的には減衰回路２２０４の減衰率を０．０３５倍に設定すれば、減衰回路
２２０４の出力には２８３ｍＶｐｐの電圧が出力される。これによって増幅回路２２０６
の入力レベルはアナログ信号入力時、デジタル信号入力時ともに２８３ｍＶｐｐとなり、
増幅回路２２０６の利得を３５．３倍とすれば、スピーカー接続部の出力電圧はアナログ
信号入力時、デジタル信号入力時いずれをスイッチ２２０５で切り換えても１０Ｖｐｐ、
約３．５Ｖｒｍｓとなる。
【００６７】
　尚、以上述べた利得は一例であり、限定されるものではなく、必要に応じて設定するこ
とが可能である。また、たとえば出力電圧が小さくて良い場合は増幅回路２２０６は用い
ずともよい。
【００６８】
このようにして、本実施例では、Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を表示装置の電源電圧と同じ
にすることによっての音声信号に対するグリッジのレベルを相対的に下げることができ、
Ｄ／Ａ変換回路の出力のＳ／Ｎを向上させることができ、また、アナログ信号のみを増幅
することによりアナログ音声信号とのレベル合わせをすることが可能となる。
【００６９】
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　これにより、高品質な音声情報をユーザーに供給することが可能となる。
　（実施例２）
　図７に本発明の第２の実施例を示す。本実施例は図７に示すように、Ｄ／Ａ変換回路７
０１、Ｄ／Ａ変換回路電源７０２、第１の増幅回路７０３、第２の増幅回路７０６、アナ
ログ音声信号入力端子７０７、デジタルアナログ切り換えスイッチ７０５、スピーカー接
続部７０８より構成される。
　以下、従来例と同様にアナログ信号入力端子７０７での信号レベル２８３ｍＶｐｐ、ス
ピーカー接続部７０８での信号レベル１０Ｖｐｐを前提に説明をおこなう。
【００７０】
　本実施例では、実施形態と同じようにＤ／Ａ変換回路７０１の電源電圧を表示装置の信
号線駆動回路７０９の電源電圧とあわせることにより、高く設定することとした。例えば
、Ｄ／Ａ変換回路電源７０２の電源電圧を１６Ｖとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路７
０１は５Ｖ以上の振幅の出力電圧を得ることが可能となる。すなわち、ＶＨを１２Ｖ、Ｖ
Ｌを４Ｖとすれば、Ｄ／Ａ変換回路の最大振幅は８Ｖｐｐとすることができ、従来例と同
様に１０ｍＶ程度のグリッジが発生しても、比率としては１／８００に抑えることが可能
となる。
【００７１】
　一方、アナログ音声信号入力端子７０７に入力されるアナログ信号は従来例と同じく、
２８３ｍＶｐｐなので、アナログ信号入力時とデジタル信号入力時においてレベルを合わ
せるために、本実施例では、アナログ信号のみ第１の増幅回路７０３を通過させている。
なお、増幅回路７０３は音声信号のレベルを合わせるための補正回路の一種である。具体
的には第１の増幅回路７０３の利得を２８．３倍に設定すれば、第１の増幅回路７０３の
出力には８Ｖの電圧が出力される。これによって第２の増幅回路の入力レベルはアナログ
信号入力時、デジタル信号入力時ともに８Ｖとなり、第２の増幅回路７０４の利得を１．
２５倍とすれば、スピーカー接続部の出力電圧はアナログ信号入力時、デジタル信号入力
時いずれをスイッチ７０５で切り換えても１０Ｖｐｐ、約３．５Ｖｒｍｓとなる。
【００７２】
　尚、以上述べた利得は一例であり、限定されるものではなく、必要に応じて設定するこ
とが可能である。また、出力電圧が小さくて良い場合は第２の増幅回路７０６は用いずと
もよい。
【００７３】
このようにして、本実施例では、Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を表示装置の電源電圧と同じ
にすることによっての音声信号に対するグリッジのレベルを相対的に下げることができ、
Ｄ／Ａ変換回路の出力のＳ／Ｎを向上させることができ、また、アナログ信号のみを増幅
することによりアナログ音声信号とのレベル合わせをすることが可能となる。
【００７４】
　これにより、高品質な音声情報をユーザーに供給することが可能となる。
【００７５】
　（実施例３）
　図８に本発明の第３の実施例を示す。本実施例は図８に示すように、Ｄ／Ａ変換回路８
０１、Ｄ／Ａ変換回路電源８０２、減衰回路８０４、第１の増幅回路８０３、第２の増幅
回路８０６、アナログ音声信号入力端子８０７、デジタルアナログ切り換えスイッチ８０
５、スピーカー接続部８０８より構成される。
　以下、従来例と同様にアナログ信号入力端子７０７での信号レベル２８３ｍＶｐｐ、ス
ピーカー接続部７０８での信号レベル１０Ｖｐｐを前提に説明をおこなう。
【００７６】
　本実施例では前記実施形態と同様にＤ／Ａ変換回路８０１の電源電圧を表示装置の信号
線駆動回路８０９の電源電圧とあわせることにより、高く設定することとした。例えば、
Ｄ／Ａ変換回路電源８０２の電源電圧を１６Ｖとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路８０
１は５Ｖ以上の振幅の出力電圧を得ることが可能となる。すなわち、ＶＨを１２Ｖ、ＶＬ
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を４Ｖとすれば、Ｄ／Ａ変換回路の最大振幅は８Ｖｐｐとすることができ、従来例と同様
に１０ｍＶ程度のグリッジが発生しても、比率としては１／８００に抑えることが可能と
なる。
【００７７】
　一方、アナログ音声信号入力端子８０７に入力されるアナログ信号は従来例と同じく、
２８３ｍＶｐｐなので、アナログ信号入力時とレベルを合わせるためには、デジタル信号
入力時の利得を０．０３５３倍に下げる必要がある。本実施例では、Ｄ／Ａ変換回路８０
１の出力を減衰回路８０４で減衰し、且つアナログ信号を第１の増幅回路８０３で増幅し
ている。なお、減衰回路８０４も増幅回路８０３も音声信号のレベルを合わせるための補
正回路の一種である。具体的には減衰回路８０４の減衰率を０．１７７とし、第１の増幅
回路の利得を５倍とすることによって、アナログ信号入力時、デジタル信号入力時ともに
第２の増幅回路８０６の入力は１．４１Ｖｐｐとなる。第２の増幅回路の利得を７．０９
倍とすることによって、スピーカー出力端子８０８での振幅を１０Ｖｐｐ、約３．５４Ｖ
ｒｍｓとすることができる。
【００７８】
　　尚、以上述べた利得は一例であり、限定される物ではなく、必要に応じて設定するこ
とが可能である。また、出力電圧が小さくて良い場合は第２の増幅回路８０６は用いずと
も良い。
【００７９】
このようにして、本実施例では、Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を信号線駆動回路の電源電圧
と同じにすることによっての音声信号に対するグリッジのレベルを相対的に下げることが
でき、Ｄ／Ａ変換回路の出力のＳ／Ｎを向上させることができ、また、Ｄ／Ａ変換回路の
出力を減衰し、且つアナログ信号増幅回路で増幅したのちスイッチに入力することでアナ
ログ信号入力時とデジタル信号入力時のレベル合わせをすることが可能となる。
【００８０】
　これにより、高品質な音声情報をユーザーに供給することが可能となる。
【００８１】
　（実施例４）
　図９に本発明の第４の実施例を示す。本実施例は図９に示すように、Ｄ／Ａ変換回路９
０１、Ｄ／Ａ電源９０２、減衰回路９０４、増幅回路９０６、アナログ音声信号入力端子
９０７、デジタルアナログ切り換えスイッチ９０５、スピーカー接続部９０８より構成さ
れる。
　以下、従来例と同様にアナログ信号入力端子９０７での信号レベル２８３ｍＶｐｐ、ス
ピーカー接続部９０８での信号レベル１０Ｖｐｐを前提に説明をおこなう。
【００８２】
　そこで、本発明ではＤ／Ａ変換回路の電源電圧を表示装置の信号線駆動回路の電源電圧
とあわせることにより、高く設定することとした。例えば、Ｄ／Ａ変換回路電源９０２の
電源電圧を１６Ｖとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路９０１は５Ｖ以上の振幅の出力電
圧を得ることが可能となる。すなわち、ＶＨを１２Ｖ、ＶＬを４Ｖとすれば、Ｄ／Ａ変換
回路の最大振幅は８Ｖｐｐすることができ、従来例と同様に１０ｍＶ程度のグリッジが発
生しても、比率としては１／８００に抑えることが可能となる。
【００８３】
　一方、アナログ音声信号入力端子９０７に入力されるアナログ信号は従来例と同じく、
２８３ｍＶｐｐなので、アナログ信号入力時とレベルを合わせるためには、デジタル信号
入力時の利得を０．０３５３倍に下げる必要がある。本実施例では以下のような設定をし
ている。すなわち、Ｄ／Ａ変換回路９０１の出力を減衰回路９０４で減衰し、且つ増幅回
路９０６の利得をアナログ信号入力時とデジタル信号入力時とで変更する。なお、これら
減衰回路、増幅回路は音声信号のレベルを合わせるための補正回路の一種である。
【００８４】
　具体例としては、減衰回路９０４の減衰量を０．１７７とし、増幅回路９０６の利得を
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アナログ信号入力時３５．４倍、デジタル信号入力時７．０９倍とすることによって、ア
ナログ信号入力時とデジタル信号入力時のスピーカー接続部９０８のレベルいずれも１０
Ｖｐｐとすることができる。
【００８５】
　尚、以上述べた利得は一例であり、限定されるものではなく、必要に応じて設定するこ
とが可能である。また、増幅回路９０６の取り得る利得範囲が大きいなどの場合は減衰回
路９０４は用いずとも良い。
【００８６】
　このようにして、本実施例では、Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を信号線駆動回路の電源電
圧と同じにすることによっての音声信号に対するグリッジのレベルを相対的に下げること
ができ、Ｄ／Ａ変換回路の出力のＳ／Ｎを向上させることができ、また、Ｄ／Ａ変換回路
９０１の出力を減衰回路９０４で減衰し、且つ増幅回路９０６の利得をアナログ信号入力
時とデジタル信号入力時とで変更することによりアナログ音声信号とのレベル合わせをす
ることが可能となる。
【００８７】
　これにより、高品質な音声情報をユーザーに供給することが可能となる。
【００８８】
（実施例５）
　図１０に本発明の第５の実施例を示す。本実施例は図１０に示すように、Ｄ／Ａ変換回
路１００１、Ｄ／Ａ電源１００２、第１の増幅回路１００３、第２の増幅回路１００６、
アナログ音声信号入力端子１００７、デジタルアナログ切り換えスイッチ１００５、スピ
ーカー接続部１００８より構成される。
　以下、従来例と同様にアナログ信号入力端子１００７での信号レベル２８３ｍＶｐｐ、
スピーカー接続部１００８での信号レベル１０Ｖｐｐを前提に説明をおこなう。
【００８９】
　そこで、本発明ではＤ／Ａ変換回路１００１の電源電圧を表示装置の信号線駆動回路１
００９の電源電圧とあわせることにより、高く設定することとした。例えば、Ｄ／Ａ変換
回路電源１０２１の電源電圧を１６Ｖとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路１００１は５
Ｖ以上の振幅の出力電圧を得ることが可能となる。すなわち、ＶＨを１２Ｖ、ＶＬを４Ｖ
とすれば、Ｄ／Ａ変換回路の最大振幅は８Ｖｐｐすることができ、従来例と同様に１０ｍ
Ｖ程度のグリッジが発生しても、比率としては１／８００に抑えることが可能となる。
【００９０】
　一方、アナログ音声信号入力端子１００７に入力されるアナログ信号は従来例と同じく
、２８３ｍＶｐｐなので、アナログ信号入力時とレベルを合わせるためには、アナログ信
号入力時、デジタル信号入力時で利得を変える必要がある。本実施例では、アナログ信号
のみ第１の増幅回路１００３を通過させること、およびアナログ信号入力時とデジタル信
号入力時に第２の増幅回路１００６の利得を変更することによりレベルを合わせている。
なお、この増幅回路は音声信号のレベルを合わせるための補正回路の一種である。
【００９１】
　具体的には第１の増幅回路１００３の利得を５倍に設定すれば、第１の増幅回路１００
３の出力には１．４１Ｖｐｐの電圧が出力される。アナログ信号入力時における第２の増
幅回路の利得を７．０９倍に設定する。またデジタル信号入力時における第２の増幅回路
の利得を１．２５倍に設定すれば、スピーカー接続部の出力電圧はいずれも１０Ｖｐｐと
することができる。尚、以上述べた利得は一例であり、限定されるものではなく、必要に
応じて設定することが可能である。
【００９２】
このようにして、本実施例では、Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を信号線駆動回路の電源電圧
と同じにすることによっての音声信号に対するグリッジのレベルを相対的に下げることが
でき、Ｄ／Ａ変換回路の出力のＳ／Ｎを向上させることができ、また、アナログ信号のみ
を第１の増幅回路で増幅するおよび第２の増幅回路の利得をアナログ信号入力時と、デジ
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タル信号入力時で切り換えることにより、アナログ信号入力時とデジタル信号入力時のス
ピーカー接続部のレベル合わせをすることが可能となる。
【００９３】
　これにより、高品質な音声情報をユーザーに供給することが可能となる。
【００９４】
（実施例６）
　図１１に本発明の第６の実施例を示す。本実施例は図１１に示すように、Ｄ／Ａ変換回
路１１０１、Ｄ／Ａ電源１１０２、第１の増幅回路１１０３、減衰回路１１０４、第２の
増幅回路１１０６、アナログ音声信号入力端子１１０７、デジタルアナログ切り換えスイ
ッチ１１０５、スピーカー接続部１１０８より構成される。
　以下、従来例と同様にアナログ信号入力端子１１０７での信号レベル２８３ｍＶｐｐ、
スピーカー接続部１１０８での信号レベル１０Ｖｐｐを前提に説明をおこなう。
【００９５】
　そこで、本発明ではＤ／Ａ変換回路１１０１の電源電圧を表示装置の信号線駆動回路１
１０９の電源電圧とあわせることにより、高く設定することとした。例えば、Ｄ／Ａ変換
回路電源１１０２の電源電圧を１６Ｖとすることによって、Ｄ／Ａ変換回路１１０１は５
Ｖ以上の振幅の出力電圧を得ることが可能となる。すなわち、ＶＨを１２Ｖ、ＶＬを４Ｖ
とすれば、Ｄ／Ａ変換回路の最大振幅は８Ｖｐｐすることができ、従来例と同様に１０ｍ
Ｖ程度のグリッジが発生しても、比率としては１／８００に抑えることが可能となる。
【００９６】
　一方、アナログ音声信号入力端子１１０７に入力されるアナログ信号は従来例と同じく
、２８３ｍＶｐｐなので、アナログ信号入力時とレベルを合わせるためには、デジタル信
号入力時の利得を０．０３５３倍に下げる必要がある。本実施例では、アナログ信号のみ
第１の増幅回路１１０３を通過させること、Ｄ／Ａ変換回路１１０１の出力を減衰回路１
１０４で減衰させること、第２の増幅回路１１０６の利得をアナログ信号入力時とデジタ
ル信号入力時で切り換えることにより、スピーカー接続部１１０８におけるレベル合わせ
をおこなっている。
【００９７】
　具体的には第１の増幅回路１１０３の利得を５倍に設定すれば、第１の増幅回路１００
３の出力には１．４１Ｖｐｐの電圧が出力される。減衰回路１１０４の減衰率を０．２に
設定し、デジタル信号入力時における第２の増幅回路の利得を６．２５倍にすれば、スピ
ーカー接続部１１０８のレベルは１０Ｖｐｐとなる。また、アナログ信号入力時における
第２の増幅回路の利得を７．０９倍にすれば、スピーカー接続部におけるレベルは１０Ｖ
ｐｐとなる。このようにして、アナログ信号入力時とデジタル信号入力時のレベルあわせ
が可能になる。尚、以上述べた利得は一例であり、限定されるものではなく、必要に応じ
て設定することが可能である。
【００９８】
　このようにして、本実施例では、Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を信号線駆動回路の電源電
圧と同じにすることによっての音声信号に対するグリッジのレベルを相対的に下げること
ができ、Ｄ／Ａ変換回路の出力のＳ／Ｎを向上させることができ、また、アナログ信号の
みを第１の増幅回路で増幅すること、Ｄ／Ａ変換回路出力を減衰回路で減衰すること、第
２の増幅回路の利得をアナログ信号入力時とデジタル信号入力時で切り換えることにより
、スピーカー接続部におけるアナログ信号入力時とデジタル信号入力時のレベル合わせを
することが可能となる。なお、これら減衰回路、増幅回路は音声信号のレベルを合わせる
ための補正回路の一種である。
【００９９】
　これにより、高品質な音声情報をユーザーに供給することが可能となる。
【０１００】
（実施例７）
　図１４に本発明の第７の実施例を示す。本実施例は、前記実施例をさらに具体的に示し
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たもので、図１４に示すように、Ｄ／Ａ変換回路１４０１、Ｄ／Ａ電源１４０２、第１の
増幅回路１４０３、第２の増幅回路１４０４、第３の増幅回路１４０５、バッファ増幅回
路１１０６、アナログ音声信号入力端子１４０７、スピーカー接続部１４０８、１４０９
、カップリングコンデンサ１４１０、１４１２、１４１３、１４１４、平滑コンデンサ１
４１１、１４１５、入力抵抗１４１６、１４２０、減衰抵抗１４１９、利得設定抵抗１４
１７、１４１８、１４２１、１４２２、１４２３、１４２４、アナログデジタル切り換え
スイッチ１４２７、バイアス電源１４２５、１４２６より構成される。
　以下、従来例と同様にアナログ信号入力端子１４０７での信号レベル２８３ｍＶｐｐ、
スピーカー接続部１４０８、１４０９での信号レベル１０Ｖｐｐを前提に説明をおこなう
。
【０１０１】
　以下順に動作を説明する。デジタル信号入力時において、Ｄ／Ａ変換回路１４０１の出
力はカップリングコンデンサ１４１３、減衰抵抗１４２９、切り換えスイッチ１４２７、
カップリングコンデンサ１４１２を介して、入力抵抗１４２０、バッファ増幅回路１４０
６に入力される。このとき、信号は減衰抵抗１４１９と入力抵抗１４２０で分割されるた
め、例えば抵抗１４１９を８２３ｋΩ、抵抗１４２０を１７７ｋΩとすると、バッファ増
幅回路１４０６の入力信号レベルは１．４１Ｖｐｐとなる。バッファ増幅回路は利得が１
であるため、カップリングコンデンサ１４１４には１．４１Ｖｐｐの信号が入力される。
カップリングコンデンサ１４１４は抵抗１４２３、１４２４、増幅回路１４０５で構成さ
れる反転増幅回路と抵抗１４２１、１４２２、増幅回路１４０４によって構成される非反
転増幅回路に入力される。抵抗１４２３、１４２４を１００ｋΩ、７０９ｋΩとすれば反
転増幅回路の利得は７．０９倍となる。抵抗１４２１、１４２２を１００ｋΩ、６０９ｋ
Ωとすれば非反転増幅回路の利得も７．０９倍となり、スピーカー接続部１４０８、１４
０９には約１０Ｖｐｐの出力が得られる。スピーカー接続部１４０８、１４０９の出力は
互いに逆相であり、ＢＴＬ駆動をおこなうことができる。尚、ここではスピーカー駆動方
式を、ＢＴＬ駆動前提に説明をおこなったが、ＢＴＬ駆動に限定されず他の駆動であって
も良い。
【０１０２】
　また、アナログ信号入力時には入力端子１４０７より２８３ｍＶｐｐのアナログ信号が
入力され、カップリングコンデンサ１４１０を介して、抵抗１４１６と増幅回路１４０３
に入力される。増幅回路１４０３の利得は抵抗１４１７、１４１８で決まり、抵抗１４１
７を１００ｋΩ、抵抗１４１８を４００ｋΩとすると増幅回路１４０３の利得は５倍とな
り、出力電圧は１．４１Ｖｐｐとなる。増幅回路１４０３の出力はスイッチ１４２７、カ
ップリングコンデンサ１４１２を介して、バッファ増幅回路１４０６に入力される。その
後はデジタル信号入力時と同じである。
【０１０３】
このようにして、本実施例では、Ｄ／Ａ変換回路の電源電圧を信号線駆動回路の電源電圧
と同じにすることによっての音声信号に対するグリッジのレベルを相対的に下げることが
でき、Ｄ／Ａ変換回路の出力のＳ／Ｎを向上させることができ、また、アナログ信号のみ
を第１の増幅回路で増幅すること、Ｄ／Ａ変換回路出力を減衰回路で減衰することにより
、スピーカー接続部におけるアナログ信号入力時とデジタル信号入力時のレベル合わせを
することが可能となる。
【０１０４】
（実施例８）
　図１５に本発明の第８の実施例を示す。図１５（Ａ）は非反転増幅回路であり、入力端
子１５０１、増幅回路１５０２、出力端子１５０３、抵抗１５０４、１５０５、１５０７
、スイッチ１５０６によって、構成されている。スイッチ１５０６が抵抗１５０４を選択
している場合は、増幅回路１５０２の利得は１＋（抵抗１５０４の抵抗値／抵抗１５０７
の抵抗値）となる。また、スイッチ１５０６が抵抗１５０５を選択している場合は、増幅
回路１５０２の利得は１＋（抵抗１５０５の抵抗値／抵抗１５０７の抵抗値）となる。ス
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イッチ１５０６を切り換えることにより利得を変更することができる。
【０１０５】
　図１５（Ｂ）は反転増幅回路であり、入力端子１５０８、増幅回路１５０９、出力端子
１５１０、抵抗１５１１、１５１２、１５１４、スイッチ１５１３によって、構成されて
いる。スイッチ１５１３が抵抗１５１１を選択している場合は、増幅回路１５０９の利得
は（抵抗１５１１の抵抗値／抵抗１５１４の抵抗値）となる。また、スイッチ１５１３が
抵抗１５１２を選択している場合は、増幅回路１５０９の利得は（抵抗１５１２の抵抗値
／抵抗１５１４の抵抗値）となる。スイッチ１５１３を切り換えることにより利得を変更
することができる。
【０１０６】
　以上のように帰還抵抗を切り換えるような手段によって、増幅回路の利得を変更するこ
とができ、実施例４～６と組み合わせて使用することができる。尚、利得を変更する手段
は本実施例の手段に限定されず、他の手段を用いても良い。
【０１０７】
　（実施例９）
図１３に本発明の第９の実施例を示す。図１３は本発明の抵抗ストリングを用いたＤ／Ａ
変換回路の構造断面図である。抵抗ストリングは図１３（Ｂ）に示すように蛇行した導体
薄膜１３０１～１３０３を抵抗として用い、各接続点にコンタクトホール１３０４～１３
０７を配置している。この導体薄膜としては不純物がドープされたシリコンアイランドの
ような半導体膜、ゲート電極材料、配線などに使用される金属薄膜などが用いられる。本
実施例ではこれらの抵抗体の上に絶縁膜１３０９を介して、導電層を設けている。具体的
にはＴＦＴのソース・ドレイン電極相当の導電層１３０８をかぶせて、抵抗体との間に容
量１３１０を設けている。図１３（Ｃ）はその断面図である。その等価回路を図１３（Ａ
）に示す。
　このように容量を設けることにより、ＤＡ変換回路の電位が安定し、グリッジを低減さ
せることが可能となる。そのため、高品質な音声情報を提供することが可能となる。
本実施例は実施形態１～６または実施例１～６と併用することが可能である。
【０１０８】
　（実施例１０）
　図１６に本発明の第１０の実施例を示す。図１６は本発明を用いた液晶表示装置１６０
１の実施例である。本実施例では、ＴＦＴ基板１６０９上に薄膜素子をもちいて、ソース
信号線駆動回路１６０２、ゲート信号線駆動回路１６０３、画素部１６０４、音声信号処
理回路１６０５を一体形成し、且つＴＦＴ基板１６０９上に圧電素子型スピーカー１６０
６、ＦＰＣ１６０７、１６０８を実装している。また、対向基板１６１０とＴＦＴ基板１
６０９の間に液晶を挟んでいる。また、基板１６０９上にＴＦＴで一体形成された音声信
号処理回路はＤ／Ａ変換回路１６１１、第一の増幅回路１６１２、スイッチ１６１３、第
２の増幅回路１６１４を有しているが、構成はこれに限定されない。また、スピーカーは
圧電素子型スピーカーに限定されず他のスピーカーでも良い。
【０１０９】
　前述したように、本発明では、ソース信号線駆動回路１６０２、またはゲート信号線駆
動回路１６０３とＤ／Ａ変換回路１６１１の電源を共通化することによって、Ｄ／Ａ変換
回路１６１１の出力振幅を大きく取ることが可能となり、デジタル信号入力時のＳ／Ｎを
向上させることができるため、高品質な音声情報を提供することが可能となる。図１６で
はＤ／Ａ変換回路１６１１とゲート信号線駆動回路１６０３を電源１６１５で電圧供給し
ている。図１６では電源１６０５の付近で接続しているが、ＦＰＣ１６０７、基板１６０
９の上で接続してもよい。本実施例は実施形態１～６、実施例１～９と組み合わせること
が可能である。
【０１１０】
　（実施例１１）
　以上のようにして作製される表示装置は各種電子機器の表示部として用いることができ
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る。以下に、本発明を用いて形成された表示装置を表示媒体として組み込んだ電子機器に
ついて説明する。
【０１１１】
　その様な電子機器としては、ビデオカメラ、デジタルカメラ、ヘッドマウントディスプ
レイ（ゴーグル型ディスプレイ）、ゲーム機、カーナビゲーション、パーソナルコンピュ
ータ、携帯情報端末（モバイルコンピュータ、携帯電話または電子書籍等）などが挙げら
れる。それらの一例を図１２に示す。
【０１１２】
　図１２（Ａ）はデジタルカメラであり、本体３１０１、表示部３１０２、受像部３１０
３、操作キー３１０４、外部接続ポート３１０５、シャッター３１０６等を含む。本発明
の表示装置をカメラの表示部３１０２に用いることで、小型軽量のデジタルカメラを構成
することができる。
【０１１３】
　図１２（Ｂ）はノートパソコンであり、本体３２０１、筐体３２０２、表示部３２０３
、キーボード３２０４、外部接続ポート３２０５、ポインティングマウス３２０６等を含
む。本発明の表示装置を表示部３２０３に使用することで小型軽量のノートパソコンを構
成することができる。
【０１１４】
　図１２（Ｃ）は携帯情報端末であり、本体３３０１、表示部３３０２、スイッチ３３０
３、操作キー３３０４、赤外線ポート３３０５等を含む。本発明の表示装置を表示部３３
０２に使用することで、小型軽量な携帯情報端末を構成することができる。
【０１１５】
　図１２（Ｄ）は記録媒体を備えた画像再生装置（具体的にはＤＶＤ再生装置）であり、
本体３４０１、筐体３４０２、記録媒体（ＣＤ、ＬＤまたはＤＶＤ等）読込部３４０５、
操作スイッチ３４０６、表示部（ａ）３４０３、表示部（ｂ）３４０４等を含む。表示部
Ａは主として画像情報を表示し、表示部Ｂは主として文字情報を表示するが、本発明の表
示装置は記録媒体を備えた画像再生装置の表示部（ａ）、（ｂ）に用いることができる。
なお、記録媒体を備えた画像再生装置としては、ＣＤ再生装置、ゲーム機器などに本発明
を用いることで小型軽量な画像再生装置を構成することができる。
【０１１６】
　図１２（Ｅ）は折りたたみ式携帯表示装置であり、本体３５０１に本発明を用いた表示
部３５０２を装着することにより小型軽量な携帯表示装置を構成することができる。
【０１１７】
　図１２（Ｆ）は腕時計型コミュニケーターであり、本体３６０１は、表示部３６０２、
操作スイッチ３６０３などを含む。本発明の表示装置を表示部３６０２に用いることで小
型軽量な腕時計型コミュニケーターを構成することができる。
【０１１８】
　図１２（Ｇ）は携帯電話であり、本体３７０１は、筐体３７０２、表示部３７０３、音
声入力部３７０４、アンテナ３７０５、操作キー３７０６、外部接続ポート３７０７など
を含む。本発明の表示装置を表示部３７０３に用いることで小型軽量な携帯電話を構成す
ることができる。
【０１１９】
　以上の様に、本発明の適用範囲は極めて広く、あらゆる分野の電子機器に適用すること
が可能である。また、本実施例の電子機器は実施形態１～６、実施例１～１０のどのよう
な組み合わせからなる構成を用いても実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２０】
【図１】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施例を示す図。
【図２】音声信号処理回路のブロック図。
【図３】ＣＤのデジタル信号を示す図。
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【図４】抵抗ストリング型Ｄ／Ａ変換回路の回路図。
【図５】従来の液晶表示装置の音声信号処理回路の回路図。
【図６】従来のＤ／Ａ変換回路の出力信号を示す図。
【図７】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施例を示す図。
【図８】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施例を示す図。
【図９】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施例を示す図。
【図１０】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施例を示す図。
【図１１】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施例を示す図。
【図１２】本発明の液晶表示装置を用いた電子機器の図。
【図１３】本発明のＤ／Ａ変換回路のレイアウトを示す図。
【図１４】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の回路図。
【図１５】本発明の増幅回路の利得可変手段を示した図。
【図１６】本発明を使用した液晶表示装置の上面図、側面図。
【図１７】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施形態を示す図。
【図１８】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施形態を示す図。
【図１９】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施形態を示す図。
【図２０】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施形態を示す図。
【図２１】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施形態を示す図。
【図２２】本発明の液晶表示装置の音声信号処理回路の実施例を示す図。

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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